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子供たちの「笑顔」があふれる上小岩小に 

校長 宮本 知司 

♪ 希望輝く 青空に 富士が嶽
ね

高く 澄むところ ♪ 

♪ みのり豊かな ふるさとの あふれる幸に つつまれて ♪ 

♪ さくら花咲く 江戸川の 流れにこころ みがきつつ ♪ 

こう校歌に歌われるように、本校は広い広い空と大きな江戸川の流れを間近に 

感じる、自然豊かな地に立つ学校です。また、高い地域力に支えられ、日々子供

たちはのびのびと学んでいます。 

 

 

 

これは、本校職員と子供たちとの合言葉です。一人一人のかみっ子が心豊かに

大きく成長するよう願いを込め、『のびるかみっ子 心豊かに』と掲げました。 

一昨年度、区の教育委員会の指定を受けて行ってきた校内研究の成果として、

一人一人の「やってみたい！」「やってみよう！」という“主体性”を伸ばすこと

で、学級が活力あるものへと変わっていき『楽しい学校 上小岩』の姿へ向かって

いくことを実感をしたことから、今年度も、「元気”があれば なんでもできる!!」

と続けました。常に「元気にやってみよう！」という言葉をかけ続けることで、

子供たちは活力ある“元気な心と頭と身体”で勉強にも運動にも向かい、元気な

気持ちで「挑戦してみよう」「考えてみよう」と新しいことにもチャレンジしてい

くだろうと考えたのです。 

「自分自身を大切にし、人のことも同じように好きになって大切にする」 

全校のすべての子供たち、そして子供たちに関わるすべての大人がそんな思い 

をもつ上小岩小学校となるよう、今年度も職員一同努めてまいります。 

 

世界的な物資高騰や人手不足のあおりを受け、まったく予定通りに進まなかった学校改築工事

もスタートし、２年後の夏には４階建ての新校舎が完成します。（「上小岩遺跡」の最終発掘調査

も楽しみなところです） 

新校舎竣工に向け、そして開校１００周年に向け、私たちの目は 

“明るい将来”へと向かっていきます。 

 

90 余年の 

伝統を 

受け継ぐ 

日々の 

学校生活で 

伸びる 

夢はせる 

個人と社会の 

Well-Beingを

目指す 

のびるかみっ子 心豊かに ～“元気”があれば なんでもできる!! ～  

 

保護者・地域の皆様には、今年度も本校教育活動への 

ご理解とあたたかなご支援をよろしくお願いいたします。 

 


